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日本キリスト教団 土佐教会 

週報＜在宅礼拝版＞ 
 

新型コロナに関する土佐教会の対応について 

 

役員会は8月17日、高知県が警戒レベルを「特

別警戒」に引き上げた(16日)ことを受けて協議し

た結果、礼拝は教会に集わない在宅礼拝とし、そ

の他の集い及び活動も原則休会、延期することに

致しました。 

さらに県は「非常事態」に引き上げ(20日)、27

日からは「まん延防止等重点措置」の対象に加え

られました。今もなお感染拡大は厳しい状況にあ

ると受け止めています。 

予防対策をゆるめずに徹底してまいりましょ

う。感染のリスクが高い行動は慎みましょう。不

要不急の外出を極力控えましょう。どうか、引き

続いてのご理解とご協力をお願い致します。 

 

「在宅礼拝」について 

・ 出来る限り同じ時間、同じ順序で礼拝を守り

ましょう。 

・ 讃美歌や聖書の用意のない方は､事前に教会

にお知らせくだされば準備させていただきま

す。 

・ 献金は在宅礼拝毎に献げるように心がけ､月

次などと併せて次に教会に行く時に献げまし

ょう。 

聖霊降臨節第17主日 礼拝順序 

日時 9月12日(日)午前10:30～11:15 

場所 各自の居場所／礼拝堂 

司会：中川芙佐 

講壇：髙橋伸明  

    奏楽：石田多絵 
 

黙  祷 

 

讃 美 歌 17(1,4) ♪聖なる主の美しさと 

 

主の祈り 

 

聖  書 ルカによる福音書12：4～7 

（新p,131） 

 

お 祈 り  

 

福音告知 「恐れるけれども､恐れない」 

 

讃 美 歌 51(1,3)♪愛するイェスよ 

 

献  金 

 

讃 美 歌 494(1,3)♪ガリラヤの風 

 

黙祷(祝祷) 

   

〇 聖書 ルカ 12：4～7(新共同訳.新 p,131) 

｢友人であるあなたがたに言っておく｡体を殺

しても､その後､それ以上何もできない者ども

を恐れてはならない｡だれを恐れるべきか､教

えよう｡それは､殺した後で､地獄に投げ込む

権威を持っている方だ｡そうだ｡言っておくが､

この方を恐れなさい｡五羽の雀が二アサリオ

ンで売られているではないか｡だが､その一羽

さえ､神がお忘れになるようなことはない｡そ

れどころか､あなたがたの髪の毛までも一本

残らず数えられている｡恐れるな｡あなたがた

は､たくさんの雀よりもはるかにまさっている｡｣ 
 

〇 ｢主の祈り｣ 

天の父よ 

み名があがめられますように。 

み国が来ますように。 

みこころが天で行われるように 地上でも行われ

ますように。 

わたしたちに今日も、この日の糧をお与え下さい。

わたしたちに罪を犯した者をゆるしましたから、 

わたしたちの犯した罪をおゆるし下さい。 

わたしたちを誘惑から導き出して 悪からお救い 

下さい。 

み国も力も栄光も とこしえにあなたのものだから

です。  アーメン
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〇 お祈り 

下記のことを覚えていただき、各自自由にお祈

りください。一人一人のお祈りを等しく汲み上げ

てくださる主が、御心と祝福をもって応えてくだ

さいますように。 

 

・新型コロナ感染拡大が一日も早く終息しますよ

うに。癒されますように。拡大防止や終息のため

に、各分野の最前線に従事している方々が支えら

れますように。感染症対策に誠実に取り組んでい

けますように。各自が担う尽力、自粛、忍耐が豊

かな実を結びますように。 

 

・残暑が厳しい日々、教会につながる方々、互い

にお祈りに覚える方々の日々の歩みが守られ、支

えられますように。 

 

 

【予告】 

◇ 9月19日(日) 

・ 礼拝（在宅）午前10:30～11:15 

讃美歌：456(1,4)､508(1,2)､461(1,2) 

聖書：マタイ7：24～27（新p,12） 

 福音告知：「土台は岩でしょ！？」 

          成田信義牧師 

 

〇 福音告知 

｢だれを恐れるべきか､教えよう｡それは､ 

殺した後で､地獄に投げ込む権威を持ってい 

る方だ｡そうだ｡言っておくが､この方を恐れ 

なさい｣(ﾙｶ福音書 12章5節)｡ 

 

  これは何より､私たちを解放する言葉です｡

自由にする言葉です｡一人の神さまのみを恐 

れる｡その時､私たちは､この世の諸々の恐れ 

から自由になる｡これこそは信仰を持つとい 

うことの中心にある､まことの恵みです｡ 

 

  もちろん信仰を持っていても､この世の様々

なものを､なお恐れます｡恐れる必要もありま

す｡恐れるのですけれども､その恐れは､もう 

究極のものではない｡心がいっぱいになって 

しまわない｡恐れる中にも希望があり､平安が

ある｡余裕､静けさがある｡隣人への愛がある｡

イエスは今日､私たちをこの自由へと導きだ 

そうとしているのです｡ 

(髙橋伸明) 

 

【報告】 

(1) 5日礼拝―出席20名､献金22,825円。 

(2) 9月定例役員会報告(9/5)   

① 新型コロナ感染予防対策の点検―感染状況

を注視しつつ､通常再開､或いは段階的緩和を判

断していく｡週報郵送に一筆箋で一言を添える

(月1回目安)｡9/19長寿祝福の訪問は原則差し控

え､寄せ書きを贈る。 

② 教会規則変更に関する件､教会創立135周年

記念事業に関する件は継続審議。 

③ 次回役員会―10/3礼拝後｡以上 

13名出席(1名リモート) 

(3) 成田信義教師:2 日の矯風会評議委員会､3 日

の四国同信会､7 日の教区常置委員会に出席され

ました。 

【お知らせ】 

(1) 19 日は｢長寿祝福｣礼拝です｡在宅礼拝の形で

はありますが､80 歳以上の方々を覚えて礼拝を

守ります。 

(2) 国吉病院､図南病院より､新型コロナウィル

スワクチン接種の予約受付のお誘いをいただい

ています｡対象は16歳以上で､接種券をお持ちで

なくてもよいそうです｡関心のある方は､成田教

師までご連絡ください。 

(3) 教会事務室及び幼稚園職員室で､各種献金を

お預かりすることが可能です｡ご用命の際は事前

にお電話くださると確かです｡ 


